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■３月、東日本大震災が発生してから 15 年を迎えます。その後も、地震や山林

火災が発生し、その度に、混乱の中での日本人の思いやり、我慢強さ、マナーの

良さなどが注目されてきました。そして、住民の皆さんの復興に向けた希望と意

欲は並大抵の精神力ではないと感じさせられ、頭の下がる思いです。 

■災害時に子どもたちは、恐怖を伴う体験や日常からかけ離れた生活などに直

面し、多くのストレスにさらされます。後々まで影響を及ぼすことが懸念され、

このような状況の中、子ども達の心のケアには心理面での専門家をはじめ、いろ

いろな方々が真摯に向き合っておられます。 

■その一環として、「絵本専門士」が絵本の朗読を通じた心のケアに一役買おう

と模索しているそうです。絵本専門士とは、絵本に関する高度な知識、技能及び

感性を備えた専門家です。避難所では、子どもたちが安心して過ごせる場の重要

性が指摘されています。絵本専門士の方々は、気持ちが落ち着くような、気持ち

が少し前向きになるような絵本を選び、読み聞かせの場を設定しておられたの

ではないでしょうか。きっと、その活動は大きな効果をもたらしたことでしょう。 

■日常でも、就寝時に子どもが寝付かず、部屋を暗くしても１時間も２時間も騒

いでいるという話を聞きます。つい親は「早く寝なさい」と言ってしまい、どう

にかならないかと思ってしまいます。では、思い切って、1 日を終える親子の特

別な時間と捉え、読書や絵本の読み聞かせをゆったりと楽しんでみてはどうで

しょう。心が満たされる１日の締めくくりの儀式になるかもしれませんね。 


